
大阪市保健所は移転します
～将来の大規模感染症等に備えた「健康危機管理拠点」へ～

移転日：令和８年９月24日（木）

移転先：大阪市中央区安土町3-1-3 （安土町複合施設 1～7階部分）

新型コロナウイルス感染症対策では、段階的に人員強化した結果、執務室が不足

職員の分散配置による業務効率の低下

執務スペースの狭隘化による職場内感染リスクの増加

今後の大規模感染症等に備え、人員強化や機能強化に対応できる十分な執務スペースを確保

4階 大ホール

平時

市民向け
講演会等の開催

事業者向け
衛生研修の開催

建物外観

大規模感染症等の有事の際には会議室、ホール等を機能転換

対策物品
の備蓄

大規模感染症発生時

大規模感染症対策拠点の設置

１日最大700人の応援職員の一元配置

大規模災害発生時

保健医療調整本部の一部として活用

災害派遣医療チーム（DMAT）等の受入れ

健康パネル展
など保健衛生
情報の発信
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